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復興重点戦略１
　「旧避難指示区域の再生」
復興重点戦略２
　「福島ロボットテストフィールドを
　　核とした新産業創出と人材誘導」

重点戦略１　
　「子育て世代に選ばれるまち」
重点戦略２
　「多様な人材が活躍するまち」
重点戦略３
　「健康づくりが盛んなまち」
重点戦略４
　「一円融合のコミュニティづくり」

一般会計予算規模
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平成 31年度　南相馬市一般会計当初予算の概要

政策目標

○は新規事業新主な事業

3,602万円

3,180万円

1,162万円

3,195万円

1,473万円

203万円

子どもの遊び場整備事業

旧避難指示区域内店舗
営業支援事業

中学生海外研修事業

市民一体感醸成事業
（鹿島区）

学力向上教員配置事業

中央図書館開館
１０周年記念事業

　小高区内に子育てしやすい環境を構築するた
め、子どもが安心して遊ぶことができる施設を整
備する。

　旧避難指示区域内の復興を推進するため、日常
生活に必要となるサービスを提供する事業者に対
し、運営経費の一部を補助する。

　広い視野をもった生徒の育成や学びの意欲の
きっかけづくりを図るとともに学習意欲の向上や思
考力・判断力・表現力の向上につなげ、未来を担う
人材を育成する。

　原子力災害により失われた市民の一体感と復興
を促進するため、市民一体感醸成事業を実施する。

　指導環境を充実させることにより、児童生徒の
学習意欲を高めるとともに、学力の向上を図るた
め、市で独自に採用した学力向上教員を配置する。

　中央図書館が開館１０周年を迎えることから、
各種記念事業を実施する。

新新

新 新

新 新

「１００年のまちづくり」
～家族や友人とともに暮らし続けるために～

　３月議会は 2 月 28 日から 3 月 25
日までの26日間行われ、議案67件（条
例関係 12件、人事関係 19件、予算関
係 30件、その他 6件）を審議し、原案
通り可決しました。

【目　次】
３月定例会議案とその結果…………………2～9頁
意見が分かれた議案、
　委員会提出議案、陳情の結果……………… 9頁
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一般質問………………………………… 10～17頁
傍聴記、編集後記、次回定例会の日程………18頁

５５５億３，２９７万６千円
（39億4,048万 3千円増）

　平成 31 年度予算は、後期基本計画の計画期間初年度であり、100 年のまちづくりの
礎を固め、後期基本計画に着実に取り組むため、行政経営方針に掲げる復興重点戦略及び
重点戦略への重点配分等を基本として編成しました。

前年度比+7.6％
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総務常任委員会 → 総
所管：議会・総務部・復興企画部・会計課・選挙管理委員会・

監査委員・固定資産評価審査委員会の所管する事項
並びに他の委員会が所管しない事項

委員会審査において、審査した常任委員会を以下のように省略し記載しております。

文教福祉常任委員会 → 文
所管：市民生活部・健康福祉部・教育委員会・総合病院・

小高病院の所管する事項

建設経済常任委員会 → 建
所管：経済部・建設部・農業委員会の所管する事項
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